
もしも、島根原子力発

電所で事故が発生し

た場合、自分の身を守

るためにはどのような

行動をとればよいで

しようか?

万が一に備えて、基本

的な原子力防災の知

識を学び、日頃から備

えておきましよう。

原子力災害の特徴とは?

原子力災害は、一般の災害と比較し、主に次のような特徴があります。

・放射性物質または放射線の存在は、放射線測定器を用いることにより検知することができますが、
自に見えないなど五感で感じることができはいため、被ぱくの程度を自ら判断できません。

・原子力に関する専門的知識が必要なため、専門的機関の役割や指示、助言等が重要となります0

・テレビやラジオなどからの県や市の情報に基づいて、屋内退避や避難などが必要となります。

原子力災害が発生するとどうなるの?

原子力発電所で事故が起きた場合、周囲に放射性物質が放出される恐れがあります。

災害発生時のイメージ図
(※放射性物質・放射線は目に見えない)

【 I被ばくjとf汚染jの違い -

.，被ぱくJ…放射線を受けることをいいます。
・「汚染J…放射性物質が皮膚や衣類に付着した状態であり、
洗ったり拭き取ったりして、放射性物質を落とす作業(除染)を

行います。

t 外部被ぱくと内部被rJく t 
外部被ばくだけでなく、内部被ばくにも注意が必要です。

・「外部被ぱくJ-..体の外部から放射線を受けることをいいます。

・「内部被ぱくJ.・・人が時限や食べ物、傷口から体内に入り込んだ放射
性物質から、体内の組織や臓器が百周す線を受けることをいいます。



住民への情報伝達

•••••••••••••••••••••••••• 【情報伝達のフローチャート】

テレビ・ラジオ・
インターネット
芯どの放送

とりネット特設サイト
(J'fソコン・携帯電話)

情報提供T
情報入手上

.防災行政無線

.広報車

.緊急速報メール

・消防団
.市所管施設など

• 

• ...............................................................................・

もしも災害が起きたら…

①正しい情報を 二四A②屋外では入手しましよう 内部被ぱくを
防ぎましょう

災害発生後、県・市から

テレビ、ラジオ、広報車な マスクをしたり、水で濡らし

どの手段により情報が伝 て固くしぼったハンカチや

えられます。指示を受け、 タオルで、口や鼻を覆ったり

正しい情報を入手し、次 するなどして、放射性物質

の行動の準備を。 の吸い込み防止の対処を。

③住宅怠どの ④指示に従って
屋内に入りましょう 避難しましょう

屋外にいる人は、自宅や近 災害発生後、県・市から事

くの建物の中に入ってく 故、災害の状況に応じて避

ださい。できる限り外気に 難指示が発令されます。

触れないよう、ドアや窓を 避難の際にはマイカーの

全部閉め指示を待ち、次 ほか、県が手配するパス等

の行動の準備を。 で避難を。



鳥取県の原子力防災への取組み

福島第一原子力発電所の事故を踏まえ、国の原子力災害対策指針が改正され、原子力施設から概ね半

径30kmの地域をUPZ(緊急時防護措置を準備する区域)とすることが定められ、境港市全域と米子市の

一部地域がUPZに含まれました。平成25年3月に、県・市では「地域防災計画(原子力災害対策編)Jの全

面修正にあわせ、災害時の住民避難要領をまとめた「広域住民避難計画Jを策定しました。

PAZ(予防的防護措置を準備する 高 画福原子力発電所からの距離 υPZに含まれる
人口約7万3千人区域):概ね5km

急速に進展する事故を考慮し、重篤忽影響等を

回避するため、緊急事態区分に基づき、直ちに避

難を実施するなど予防的防護措置(避難等)を準

備する区域。(※島根県松江市)

UPZ(緊急時防護措置を準備する
区域):概ね30km
影響を可能怠限り回避するため、環境モニタυ
ング等の結果に基づき屋内退避、避難、安定ヨウ

素剤の予防服用等を準備する区域。

原子力災害に備えよう

.中国電力から報告を徴収し、原子力災害の対策が

適切に行われているか確認します。

.島根原子力発電所周辺の安全確保のため、必要

に応じて中国電力との安全協定に基づき現地確

認芯どを行います。

.災害発生時に迅速な対応ができるよう、平常

時の放射線の測定体制や防護資機材を整備

します。

L 災害発生時の取組み 1 
.事故が発生した場合は、放射線の測定を強化し

ます0

・事故により放射線の

影響力t及13"¥可能性が

高まった場合は、避

難や屋内退避芯どの

対応を行います。

用意ができたら回してみよう!

口家族3日分の食料・飲料水

口ラジオ兼ライト(予備の電池)

口携帯電話及び充電器

口フード付きのビニールカッパ

口作業用手袋(皮手袋)・防塵マスク

ロタオル・下着類

口救急薬品・常備薬・処方筆

口預金通帳・印鑑・現金

口健康保険証・運転免許証・権利証書

口衛生用品(歯磨き用具等)・生理用品

ロティッシュ・ウェットティッシュ



日常生活における放射線

艶~ 河
0~919這1υV=ぶJli出

:・身の回りの放射線被ぱく J撚
単位:ミリシーベルト(mSv) ~r:! 

一時的脱毛 S宮司巴

-自然放射線の年間線量(一人あたり)

電車且S

私たちは、日常生活の中で自然界からの放射線を

受けて生活をしています。例えば、大地からはウラン

やラジウムなどが放射線を放出しており、空からは

宇宙線が降り注いでいます。また、空気中や食物中

にも放射線は含まれており、これらを「自然放射線J
と呼んでいます。

自然放射線とは別に、病気の診断や治療等の医

療(X線検診など)でも放射線を受けており、これら

を「人工放射線jと呼んでいます。

がん死亡のリスクが線E
とともに徐々に泡えるこ
とカ旬月らかになっている

CT検査

••••••• 
1人当たりの自然放射線

.ー(年間2.1ミリシーベルト)日本平均

-一一東京一ニューヨーク(往復) / ¥ ~グ
(高度による宇宙線の泡加)ど三=ニニーとう、0.1 

胸のX線集団検診/1回一一一・

出典初荷揚医学総合研究所資料
0.01 

歯科撮影~ ，;:

トラブル発生等の緊急

時には、原子力施設の状

況や本県の対応状況、県

民へのメッセージ等の緊

急情報を掲載しますので

正しい情報を基に行動を

お願いします。

鳥取県の原子力防災のホームペーシていは、原子力防災に関する情報や緊急情報を提供しています。

、作空間糊搬の測定(モニタ!J;:I?')結果 )

作 島概子力発慨に関する慨 ) 

何 人形峠麟鮒センターに関する情報)

-鳥取県の原子力防災の取組み

.鳥取県原子力防災専門家会議

-原子力防災講演会

.原子力防災現地研修会(見学会)

・鳥取県地域防災計画(原子力災害対策編)

.鳥取県広域住民避難計画

-原子力防災訓練

U高点主危機管理局原子力安全対策課
〒680・8570鳥取県鳥取市東町1丁目271 TEL:0857-26-7974 FAX:0857・26-8805
e-mail genshiryoku-anzen@pref.tottori.jp 
HPアドレス h枇p://www.pref.to枇orLlg.jp/32511.htm



もしも、島根原子力発電

所で事故が発生した場

合、自分の身を守るため

にはどのような行動をと

ればよいでしようか?

万が一に備えて、巌論議

や原子力防災の基本的

な知識を学び、日頃から

備えておきましょう。

原子力発電所のしくみ

原子力発電所では、原子炉の中で燃料であるウランを核分裂させ、その時に発生する熱で水を沸騰させて

蒸気をつくり、タービンを回して発電機により電気をつくります。島根県松江市に島根原子力発電所があります。

来気回令

...水

放射線の種類と透過力

身の回りにも放射線はありますが、原子力発電を行うと放射線を出す放射性物質ができます。放射線には

いくつかの種類があり、その種類によって物を通り最ける力(透過労)が菓なります。放射線は目に見えず、

五感で感じることができないため注意が必要で、す。体にたくさん放射線を受けると影響があります。

E ・
アルファ(α)線

ベータ (β)線 ・

ガンマ (y)線 、̂̂̂"エックス(X)線 VVVV¥

中性子線

α線を止める β線を止める γ線、X線を止める 中性子線を止める

紙 Zルミニウムなどの 鉛や厚い鉄の板 水やコンクリート

薄い金属板



放射線・放射能・放射性物質とは?

放射線を出す物質を「放射性物質Jといいます。放射性物質が放射線を出す能力を「放射能jといいます。
かいちゅうでんとう

その関係は、懐中電灯と光の関係に例えられます。

光

司、、放
二戸製

位画識，

明るさを表す単位

〔ルクス(lx)) 

光の強さを表す単位

〔カンデラ(cd))

放射線を出す能力

(放射能)※

放射線がどれだけのエネルギーを

与えたのかを表す単位

放射線によって人体にどれだけ影響が 放射能の強さを表す単位

あるのかを表す単位 〔ベクレル(Bq))

〔グレイ(Gy)) 〔シーベルト(Sv))
※放射能を持つ物質(放射性物質)のことを指して用いられる湯合もある

鳥取県の原子力防災への取組み
たい古く

鳥取県は、島根原子力発電所の事故に備えて、様々な防災対策を進めています。
，!， しせつ おおむ ちいき きんきゅうじぼうごそち

福島第一原子力発電所の事故を踏まえ、原子力施設から概ね半径30kmの地域をUPZ(緊急時防護措置
を準備する区域)とすることが定められ、境港市全域と米子市の一部地域がUPZIこ蓋まれました。
平成25年3月に、県・市では「地域防災計画(原子力災害対策編)Jの全面修正に
あわせ、災害時の住民避難要領をまとめた「広域住民避難計画jを策定しました。

これらの計画に基づき、放射線を測定する機器や防護用の資機材を整備して
しゅうりφく

います。また、原子力防災訓練を行い、防災技術の習熟とこれらの計画の実効

性を確保していきます。

PAZ(予防的防護措置を準備する区域)
:概ね5km
直ちに避難を実施するなど予防的防護措置

を準備する区域。(※島根県松江市の一部)

UPZ(緊急時防護措置を準備する区域)
:概ね30km
放射線測定芯どの結果に基づき屋内退

そぜい

避、避難、安定ヨウ素剤の予防服用等を準備

する区域。



原子力災害が発生するとどうなるの?
おそ

原子力発電所で事故が起きた場合、周辺に放射性物質が放出される恐れがあります。

※放射性物質・

披射線は

自に見えません

|舛部被臥!

【 閣制

:.t 

j叡射線 . :. 
V 、

、ぜ

.r被ぱくJ-..放射線を受けることをいいます。。ふ あら

・「汚染J.・・放紺主物質が皮膚や衣類に付着した状態で、あり、洗った
じよ包ん

リ拭き取ったりして、放射性物質を落とす作業(除説副を行います。

〔 舛部被以と内部被以 〕
外部被ばくだけで、怠く、内部被ばくにもj主意が必要で、す。

.r外部被ぱくJ-・・体の外部から放射線を受けることをいいます。
こを吻う

・「内部被ぱくJ-..呼阪や食べ物、傷口から体内に入り込んだ放射性

物質により、体内の組織や議会が放射線を受けることをいいます。

もしも原子力災害が起きたら…

島根原子力発電所で事故が起きれば、避難などの指示が出されます。その時は放射性物質から身を守
したが

るため、家族や先生などの指示に従い、落ち着いて行動しましょう。

①正しい情報を
入手しましよう

災害発生後、県・市からテレ

ビ、ラジオ、防災行政無線、広報

車などにより情報が伝えられま

す。指示を受け、正しい情報を

入手し、次の行動の準備を。

③住宅はどの
屋内に入りましよう

屋外にいる人は、自宅や近く

の建物の中に入ってください。

できる限り外気に触れ左よいよ
.どし

う、ドアや窓を全部閉め次の行

動の準備を。

②内部被ぱくを
防きましょう
.. 

マスクをしたり、水で、濡らし

て固くしlまったハンカチやタオ
おお

ルで口や14を覆ったりするな
す

どして、政射性物質の吸い込

みを防ぎましょう。

④指示に従って
避難しましょう

災害発生後、県・市から事

故、災害の誤認に応じて避難

指示が発令されます。避難の

際にはマイカーのほか、県が

手配するパス主主どで避難を。



白常生活における放射線

わたしたちは、日常生活の中で自然界からの放射線を受けて生活をしています。例えば、大地からはウラ

ンやラジウムなどが放射線を放出しており、宇宙からも降り注いでいます。また、空気中や食物中にも放射

線は善まれており、これらを「自然放射線jと呼んでいます。

自然放射線とは]j1J1こ、病気の数 日ゃjE濠等の医療佼議後iるなど)でも放射線を受けており、これら
を「人工放射線Jと呼んでいます。

吸入より(主にラドン)

0.48ミリシーベルト

-自然放射線の年間線量(1人当たり)

宇宙から

0.3ミリシーベルト

大地から 岨

0.33ミリシーベルト

食物から

0.99ミリシーベルト
出典:放射線医学総合研究所資料

1人当たりの自然放射線
11 I・一 (年間2.1ミリシーベルト)日本平均

-一一東京一ニューヨーク(往復) / ¥ ルグ
(高度による宇宙線の増加)，c竺===三与る¥0.1 

胸のX線集団検診/1回一一一・
しか 古つえい 0.01 
歯科撮影--e・

-身の回りの放射線被ぱく ザ守
単位:ミ!Jシーベルト(mSv) Y';.? 

い雪じ てきだつもう 舟凹ーー-..
一時的脱毛;屋畳

がん死亡のリスクが線量 d‘ー隠
とともに襟容に増えるこ

とが明らかに怒っている

••••••••••••• 

胃のX線検査/1固

出典:放射線医学総合研究所資料

鳥取県の原子力防災の
ホームページleI:こちらから

発行:平成26年3月

U-集ー をよく 11ん し りよくあんぜん たい さく か

鳥取県 危機管理局原子力安全対策課
〒680・8570鳥取県鳥取市東町1丁目271 TEL:0857-26・7974 FAX:0857・26-8805
e-mail genshiryoku-anzen@pref.tottori.jp 
HPアドレスh枕p://www.pref.to仕ori.lg.jp/32511.htm
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| とっとり県民カレッジ連携鵬座|

日時

場所

演会

講師:広島大学大学院工学研究院
え.Nどう

教授遠藤 暁氏
〔鳥取県原子力防災専門家会議委員〕

【講師プロフィール】

職歴等 広島大学工学部朗教授、広島大学大学院工学研究科助教接、広島大学

原爆放射線医科学研究所問教授などを経て、現在、広島大学大学院工

学研究院エネルギー・環境部門量子エネルギー工学研究室、教担。

博士 〈理学〉。

専 門放射線の環境影響評価、被ぱく線量評価などを研究

主催:鳥取県、米子市、境港市
後援 :日吉津村、大山町、伯奮町、南部町、日南町、日野町、江府町

・申込み・お問合せ

鳥取県危機管理局原子力安全対策課〈電話:0857 -26 -7974) 

協
※準備の都合のため、 4月16日 (水〉までに裏面の申込用紙などで申込みをお願いレます。

ただし、事前申込みがない揚合でも入場は可能ですが、場合によっては調整させていただきます。



4月16日〈水〉までにお申し込みください

お申レ込み方法
申込用紙にご記入の上、ファクシミリ、電子メールなどにて下記までお送りください。

これにより難い揚合は電話でも受惜します。

• 
ファクシミリ:0857-26-8805 (24時間受付)
電子メール:gensh i ryoku-anzen@pref. tottor i. jp 
郵 送:干680-8570鳥取市東町一丁目 271

鳥取県危機管理局原子力安全対策課
話:0857-26-7974 (9:00-17:00平日のみ)電

定員となり次第締切ります。定員超過後にお申込を頂いだ場合のみ連絡致します。

鳥取県原子力安全対策課行
(FAX: 0857-26-8805) -・

• 
申込用紙

① ② 
氏 名

③ ④ 

所属等名

代表者の電話等連絡先

会場までの 車〈 台〉 . 公共交通機関 • その他

交通手段 ※駐車場に限りがありますので、公共交通機関の利用についてご協力をお願いします。

-鳥取県内 〈 米子市、 境港市、 その他:
お住まいの市区町村

-鳥取県以外〈 都道府県 市区町村〉

※ご記入いただいた内容は、この講演会の実施以外の目的に使用することはありません。参加甑等は発行しません。

会場のご案内

会場:米子コシペンションセンター
(ヒ、ツグシッブ)

干683・0043鳥取県米子市末広町294

※施設に関するお問合せ:0859・35-8111(代)

至米子IC

e ______ a隆道・・・・・・・・・・・・・・・・E

-交通のご案内
・JR米子駅かち徒歩5分

・米子空港か6車で約25分
・米子自動車道米子I.Cから山陰自動車道(松

江方面行き)経由米子申I.Cかち車で約5分

※松江方面からお越しの場合は、米子西I.Cを下りてください。
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